
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 今年も猛暑続きだったため、５月に植えた苗が昨年よりもさらに早く育ち、あっという間

に実りの秋を迎えました。 

昨年より９日早い、９月１０日（火）、さわやかな秋晴れではなく、熱中症に気をつけな

がらという暑さの中、全校児童で「御返地の大地とふれあう会」の皆さんと稲刈りを行いま

した。 

「大地とふれあう会」10名程の皆さんから、一つ一つの作業の仕方を丁寧に教えて頂き

ながら、作業を進めました。3～6年の子ども達は、稲を刈り束ねました。意外に難しいの

が、藁で稲を束ねる作業です。ばらばらにならないようにぎっちりと束ねることにかなり苦

戦しました。1，2年は、その束を運び、はせがけに渡す仕事をしました。 

「大地とふれあう会」の皆様、子ども達に、田植えから稲刈り（収穫）までの貴重な体験

を提供して頂き、誠にありがとうございました。自然農法で行っているため、手作業での草

取りとなり、ご苦労をおかけしたそうです。子ども達を地域の宝として、温かく見守り大切

にしてくださっていることに心から感謝申し上げます。 
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～すべては子どもの笑顔のために～ 
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８月３０日（金）ふれあい草取りの３回目を行いました。 

夏休み明けから毎朝少しずつ、児童や職員での草取りを 

していましたが、それでも昨年同様に草の量が多く、地球 

温暖化の影響を思わせる校庭の状況でした。 

 今回は校庭の中を中心に、お話をしながらというより、 

一列に並んで、刈っていく作業を黙々としました。 

作業前の早朝に、周りの草を刈って下さった方々もいら 

しゃいました。おかげで作業もスムーズにできました。 

校庭を中心に草取りをしましたが、緑色だったのが、 

いっきに校庭の土色に変わりました。これで陸上練習も 

スムーズにできるようになりました。 

毎回、地域の方々には感謝しても言い尽くせないほどです。 

ありがとうございました。         

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

一列に並んで草取り 


